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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期

第２四半期
連結累計期間

第41期
第２四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 7,166,362 8,684,673 15,253,378

経常利益 (千円) 520,932 951,066 1,202,007

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 336,846 594,036 804,769

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 350,985 546,590 754,599

純資産額 (千円) 3,911,506 4,781,041 4,372,890

総資産額 (千円) 7,272,829 7,921,539 8,100,103

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 61.18 101.24 142.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.8 60.4 54.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,296,167 1,805,949 2,157,489

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △700,330 △353,927 △1,065,471

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △472,011 △384,811 △556,535

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 849,069 2,327,060 1,261,244
 

 

回次
第40期

第２四半期
連結会計期間

第41期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 31.26 48.59
 

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会信託に残存する自社の株式は、１株当たり四

半期(当期)純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営んでいる事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産や企業マインド面に海外経済の減速の影響が引き

続きみられるものの、企業収益が総じて高水準を維持するもとで、景気は基調として緩やかに拡大しています。

情報サービス産業におきましても、情報化投資全体としては堅調に推移することが見込まれます。

このような状況のもと、当社グループは、コンサルティングサービス、ソフトウェア製品、システム構築、運

用・保守サービス、クラウドサービス等、顧客の経営課題解決に貢献する付加価値の高いソリューションの提供に

努めました。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高8,631百万円（前年同四半期比15.7％増）、売上高

8,684百万円（前年同四半期比21.2％増）となりました。利益面につきましては、採算確保に努め、営業利益945百

万円（前年同四半期比79.5％増）、経常利益951百万円（前年同四半期比82.6％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益594百万円（前年同四半期比76.4％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりです。

①　ソリューション事業

他社開発ERPパッケージ製品をベースとしたコンサルティング、システム構築につきましては、顧客のグローバ

ル展開支援や情報の可視化を図る複合型ソリューションの提供を推進するとともに、顧客ニーズを踏まえた積極

的な提案活動に努めました。当セグメントの受注高は5,574百万円（前年同四半期比18.0％増）、売上高は5,674

百万円（前年同四半期比27.5％増）、セグメント利益は1,150百万円（前年同四半期比57.0％増）となりました。

②　プロダクト事業

自社開発ERPパッケージ「mcframe」につきましては、引き続き、顧客・ビジネスパートナーとの関係強化を図

り、ライセンス販売に注力するとともに、継続的なブランド力の強化に取り組みました。当セグメントの受注高

は2,868百万円（前年同四半期比13.0％増）、売上高は2,784百万円（前年同四半期比8.3％増）、セグメント利益

は614百万円（前年同四半期比7.0％増）となりました。ライセンス売上高は1,426百万円（前年同四半期比28.0％

増）となりました。

③　システムサポート事業

ビジネスシステムサービス株式会社が展開する運用・保守等のシステムサポート事業につきましては、引き続

きシステムのライフサイクルサポートの充実に努めました。当セグメントの受注高は188百万円（前年同四半期比

5.6％減）、売上高は225百万円（前年同四半期比58.0％増）、セグメント利益は92百万円（前年同四半期比

33.4％増）となりました。
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(2) 財政状態の状況

①　資産の部

流動資産につきましては、現金及び預金の増加、受取手形及び売掛金の減少、仕掛品の減少等により、前連結

会計年度末と比較して34百万円減少し、5,425百万円となりました。なお、当第２四半期連結会計期間末の総資産

に占める流動資産の比率は68.5％であります。

また、固定資産につきましては、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却額が有形固定資産及び無形固定資

産の取得を上回ったこと、投資有価証券の時価評価による投資その他の資産の減少等により、前連結会計年度末

と比較して144百万円減少し、2,495百万円となりました。

これらの結果、資産の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末と比較して178百万円減少

し、7,921百万円となりました。

②　負債の部

負債の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、短期借入金の減少、前受金の減少、賞与引当金の減少、長期

借入金の減少等により、前連結会計年度末と比較して586百万円減少し、3,140百万円となりました。

③　純資産の部

純資産の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことによる

増加、剰余金の配当による減少、従業員持株会信託による自己株式の処分による増加等により、前連結会計年度

末と比較して408百万円増加し、4,781百万円となりました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末と比較して6.4ポイント増加し

60.4％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して1,065百万円増加し、

2,327百万円となりました。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益951百万円を計上し、売上債権の減少840百

万円、減価償却費447百万円等が、仕入債務の減少110百万円、前受金の減少97百万円等を上回ったことにより、

全体として1,805百万円の収入（前年同四半期509百万円収入増）となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得及び無形固定資産の取得（自社開発ERPパッケージ

「mcframe」の開発投資等）による支出等により、全体として353百万円の支出（前年同四半期346百万円支出減）

となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額の減少、配当金の支払による支出等により、全

体として384百万円の支出（前年同四半期87百万円支出減）となりました。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更等はありませ

ん。

 

(5) 対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

 
(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は21百万円であります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 6,000,000 6,000,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であ
ります。

計 6,000,000 6,000,000  ―  ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年９月30日 ― 6,000,000 ― 697,600 ― 426,200
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(5) 【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社図研
神奈川県横浜市都筑区荏田東２丁目25番
１号

1,140,000 19.27

三谷産業株式会社 石川県金沢市玉川町１番５号 744,000 12.57

ウイングアーク１ｓｔ株式会社 東京都港区六本木３丁目２番１号 480,000 8.11

株式会社インテック 富山県富山市牛島新町５番５号 360,000 6.08

キヤノンＩＴソリューションズ
株式会社

東京都品川区東品川２丁目４番11号 360,000 6.08

株式会社テクノスジャパン 東京都新宿区西新宿３丁目20番２号 180,000 3.04

B-EN-G社員持株会 東京都千代田区大手町１丁目８番１号 111,000 1.87

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 93,200 1.57

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 69,400 1.17

株式会社アバント 東京都港区港南２丁目15番２号 54,000 0.91

株式会社テラスカイ 東京都中央区日本橋２丁目11番２号 54,000 0.91

キッセイコムテック株式会社 長野県松本市和田4010番10号 54,000 0.91

計 － 3,699,600 62.54
 

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式84,690株があります。

２　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）には、従業員持株会信託が所有する当社株式

36,400株が含まれております。

 
(6) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 84,600
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式  

―
5,913,900 59,139

単元未満株式
 普通株式

― ―
1,500

発行済株式総数
6,000,000

― ―

総株主の議決権 ―
59,139

―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、従業員持株会信託が所有する当社株式36,400株（議

決権364個）が含まれております。

２　単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式90株が含まれております。
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②【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東洋ビジネスエンジニア
リング株式会社

東京都千代田区大手町
１丁目８番１号

84,600 ― 84,600 1.41

計 ― 84,600 ― 84,600 1.41
 

(注)　東洋ビジネスエンジニアリング株式会社は、2019年10月１日付でビジネスエンジニアリング株式会社に商号変

更しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,261,244 2,327,060

  受取手形及び売掛金 3,011,302 2,171,290

  仕掛品 729,711 469,753

  その他 458,077 457,738

  流動資産合計 5,460,335 5,425,842

 固定資産   

  有形固定資産 139,674 138,667

  無形固定資産   

   ソフトウエア 1,338,007 1,245,642

   その他 2,911 3,812

   無形固定資産合計 1,340,919 1,249,454

  投資その他の資産   

   その他 1,164,673 1,113,074

   貸倒引当金 △5,499 △5,499

   投資その他の資産合計 1,159,173 1,107,574

  固定資産合計 2,639,767 2,495,696

 資産合計 8,100,103 7,921,539

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 543,343 541,466

  短期借入金 200,000 ―

  未払法人税等 375,340 390,820

  前受金 849,036 751,507

  賞与引当金 619,050 566,254

  役員賞与引当金 45,000 ―

  品質保証引当金 19,915 15,824

  受注損失引当金 14,025 ―

  その他 957,411 817,601

  流動負債合計 3,623,122 3,083,474

 固定負債   

  長期借入金 104,090 57,023

  固定負債合計 104,090 57,023

 負債合計 3,727,213 3,140,498

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 697,600 697,600

  資本剰余金 448,901 448,901

  利益剰余金 3,532,812 3,949,389

  自己株式 △254,354 △215,333

  株主資本合計 4,424,960 4,880,557

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △48,369 △94,420

  為替換算調整勘定 △3,701 △5,096

  その他の包括利益累計額合計 △52,070 △99,516

 純資産合計 4,372,890 4,781,041

負債純資産合計 8,100,103 7,921,539
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 7,166,362 8,684,673

売上原価 4,984,045 5,934,076

売上総利益 2,182,316 2,750,597

販売費及び一般管理費 ※  1,655,997 ※  1,805,596

営業利益 526,318 945,000

営業外収益   

 受取配当金 1,283 7,241

 その他 456 318

 営業外収益合計 1,739 7,560

営業外費用   

 支払利息 4,489 1,284

 為替差損 38 192

 支払手数料 2,049 ―

 その他 548 17

 営業外費用合計 7,125 1,494

経常利益 520,932 951,066

税金等調整前四半期純利益 520,932 951,066

法人税等 184,085 357,030

四半期純利益 336,846 594,036

親会社株主に帰属する四半期純利益 336,846 594,036
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 336,846 594,036

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 16,458 △46,050

 為替換算調整勘定 △2,319 △1,395

 その他の包括利益合計 14,138 △47,445

四半期包括利益 350,985 546,590

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 350,985 546,590

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
 

EDINET提出書類

ビジネスエンジニアリング株式会社(E05167)

四半期報告書

12/19



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 520,932 951,066

 減価償却費 408,850 447,951

 賞与引当金の増減額（△は減少） 158,642 △52,795

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △45,000

 品質保証引当金の増減額（△は減少） 626 △4,091

 受注損失引当金の増減額（△は減少） △5,693 △14,025

 受取利息及び受取配当金 △1,457 △7,415

 支払利息 4,489 1,284

 為替差損益（△は益） 38 192

 売上債権の増減額（△は増加） 403,409 840,012

 たな卸資産の増減額（△は増加） △154,120 259,957

 前渡金の増減額（△は増加） △27,554 △227

 仕入債務の増減額（△は減少） △138,112 △110,864

 前受金の増減額（△は減少） 128,500 △97,528

 その他 72,215 △31,168

 小計 1,355,765 2,137,348

 利息及び配当金の受取額 1,457 7,417

 利息の支払額 △4,007 △1,249

 法人税等の還付額 14,353 ―

 法人税等の支払額 △71,402 △337,566

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,296,167 1,805,949

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △9,142 △17,512

 無形固定資産の取得による支出 △295,663 △337,286

 投資有価証券の取得による支出 △395,131 ―

 その他 △392 871

 投資活動によるキャッシュ・フロー △700,330 △353,927

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △900,000 △200,000

 長期借入金の返済による支出 △73,830 △47,067

 自己株式の取得による支出 △232 △55

 自己株式の処分による収入 580,589 39,076

 配当金の支払額 △77,489 △176,764

 その他 △1,049 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △472,011 △384,811

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,319 △1,395

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 121,505 1,065,816

現金及び現金同等物の期首残高 727,563 1,261,244

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  849,069 ※  2,327,060
 

EDINET提出書類

ビジネスエンジニアリング株式会社(E05167)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(追加情報)

（従業員持株会信託型ESOP）

当社は、2018年３月より、中長期的な企業価値の向上と福利厚生の拡充を目的としたインセンティブ・プラン

「従業員持株会信託型ESOP」を導入しております。

　１．取引の概要

従業員持株会信託は、信託の設定後約５年間にわたり「B-EN-G社員持株会」(以下、「持株会」という。)が取

得すると合理的に見込まれる数の当社株式を市場から一括取得し、持株会が定期的に行う当社株式の取得に際し

て、当社株式を持株会に売却いたします。

 

　２．信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度105,542千円及び57,800株、当

第２四半期連結会計期間66,466千円及び36,400株であります。

 
　３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度 104,090千円、当第２四半期連結会計期間末 57,023千円

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

従業員給料手当 683,821千円 762,379千円

賞与引当金繰入額 223,933千円 182,147千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 849,069千円 2,327,060千円

現金及び現金同等物 849,069千円 2,327,060千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日
定時株主総会

普通株式 77,860 14 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金
 

　　(注) 配当金の総額には従業員持株会信託が保有する当社株式に対する配当金1,344千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月８日
取締役会

普通株式 76,197 13 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金
 

　　(注) 配当金の総額には従業員持株会信託が保有する当社株式に対する配当金1,023千円が含まれております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2018年８月27日開催の取締役会決議に基づき、2018年９月11日付で、株式会社図研を引受先とした第

三者割当による自己株式300,000株の処分を行っております。また従業員持株会信託による自己株式17,300株の売

却等を行っております。これらの結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が21,755千円増加、自己

株式が558,601千円減少し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が447,955千円、自己株式が387,375

千円となっております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 177,459 30 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
 

　　(注)１ 配当金の総額には従業員持株会信託が保有する当社株式に対する配当金1,734千円が含まれております。

　　　　２ １株当たり配当額30円には、記念配当５円を含んでおります。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月７日
取締役会

普通株式 112,390 19 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
 

　　(注) 配当金の総額には従業員持株会信託が保有する当社株式に対する配当金691千円が含まれております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注)２

ソリュー
ション

プロダクト
システム
サポート

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,451,965 2,571,538 142,858 7,166,362 ― 7,166,362

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

7,670 8,006 907,676 923,352 △923,352 ―

計 4,459,635 2,579,544 1,050,534 8,089,714 △923,352 7,166,362

セグメント利益 732,898 574,043 69,065 1,376,008 △849,689 526,318
 

(注) １ セグメント利益の調整額△849,689千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等

であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注)２

ソリュー
ション

プロダクト
システム
サポート

計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,674,304 2,784,582 225,786 8,684,673 ― 8,684,673

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

11,784 18,275 851,248 881,308 △881,308 ―

計 5,686,088 2,802,858 1,077,034 9,565,981 △881,308 8,684,673

セグメント利益 1,150,292 614,507 92,160 1,856,960 △911,959 945,000
 

(注) １ セグメント利益の調整額△911,959千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等

であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益  61円18銭 101円24銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する
四半期純利益

(千円) 336,846 594,036

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属
する四半期純利益

(千円) 336,846 594,036

普通株式の期中平均株式数 (株) 5,506,048 5,867,891
 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　２　株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会信託に残存する自社の株式は、

１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期

連結累計期間は88,156株、当第２四半期連結累計期間は47,437株であります。

　

 
２ 【その他】

第41期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当について、2019年11月７日開催の取締役会において、

2019年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　    112,390千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　 　　　  19円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2019年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月11日

ビジネスエンジニアリング株式会社

取 締 役 会 御 中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 堀　　越　　喜　　臣 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 伊　　東　　　　　朋 印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているビジネスエンジ

ニアリング株式会社（旧会社名　東洋ビジネスエンジニアリング株式会社）の2019年４月１日から2020年３月31日まで

の連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019

年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ビジネスエンジニアリング株式会社（旧会社名　東洋ビジネスエ

ンジニアリング株式会社）及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連

結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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